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第１８７回例会のご案内 

 

拝 啓 春暖の候、皆さまにはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

日頃より当クラブに対し、ご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

早速ながら、平成 22 年度第１回となる第 187 回例会を下記の通り開催いたします。 

今回は、ＮＰＯ法人環境・エネルギー・農林業ネットワーク（ＥＥＦＡ）理事長で京都大学名

誉教授の芦田 譲先生をお迎えし、ご講演いただくことになりました。 

芦田先生は、「現代社会は、電力、工業原料、農林水産業、運輸等の産業のあらゆる分野におい

て、安く豊かな石油に依存している。まさに石油依存症である。しかし、この頼りとする石油は

化石エネルギーであり有限である。石油の生産はオイルピークという言葉で表されるようにピー

クを迎えている。ピークとかバブルはその真っ只中にいるときはそれと気づかず、過ぎてからピ

ークだった、バブルだったと認識するものである。したがって、国家戦略として先を予測して、

石油依存型から再生可能エネルギー依存型の産業構造への変換のための基本戦略を早急に策定

しなければならない。本講演では、『２１世紀は資源争奪の時代』というタイトルで、現状の資

源・エネルギー問題、次世代エネルギー、持続可能・地方分散型社会の構築等についてお話しす

る」と講演要旨を述べてくださいました。 

ご講演終了後、恒例の懇親パーティでは、芦田先生を囲んで親しくご歓談いただきたいと考え

ております。 

 時節柄、ご繁多のこととは存じますが、お知り合いの方も、是非お誘い下さいましてご出席下

さいますよう、ご案内旁方お願い申しあげます。                 敬 具 

記 

日  時  平成２２年６月７日(月) 午後６時 

場  所  大阪・梅田 新阪急ホテル２階「星の間｣（☎：06－6372－5101） 

テ ー マ  「２１世紀は資源争奪の時代」 

講  師  ＮＰＯ法人環境・エネルギー・農林業ネットワーク理事長 

 京都大学名誉教授               芦田 譲 先生 

当日会費  １０，０００円 （規定により８０歳以上の優待会員は半額です） 

 

 

＊平成２２年度年会費の振込用紙を同封しております。お振り込みの程、よろしくお願い申し

上げます。 



 

――― 講 師 芦田 譲（あしだ ゆずる）先生のご紹介 ――― 

 

昭和 18 年 11 月 19 日生 

学 歴 昭和 42 年 3 月 京都大学理学部地球物理学科卒 

職 歴 昭和 42 年 4 月  石油資源開発㈱入社 

昭和 61 年 8 月   同  社  退社 

昭和 61 年 9 月  京都大学工学部講師 

昭和 63 年 4 月  同大学 工学部助教授 

平成 8年 11 月  京都大学大学院工学研究科資源工学専攻教授 

平成 15 年 4 月  同大学 同研究科 社会基盤工学専攻教授 

平成 18 年 12 月  NPO 法人環境・エネルギー・農林業ネットワーク理事長 

平成 19 年 3 月  京都大学定年退職 

平成 19 年 4 月   京都大学名誉教授 

学 位 昭和 61 年 4 月 東京大学工学博士 

賞 罰 昭和 55 年 物理探査学会論文賞、平成  2 年 物理探査学会論文賞、 

    平成  9 年 日本材料学会論文賞、平成 10 年 物理探査学会功労賞、 

主要な役職 日本学術会議第 19 期会員、日本学術会議第 20 期、21 期連携会員、 

     （社）物理探査学会元会長、経産省国内石油・天然ガス基礎調査実施委員会委員長、 

     （社）エネルギー・資源学会理事、（社）日本工学アカデミー理事、温泉学会理事、 

     （財）協和協会理事 

著 書 『土木・建設技術者のための物理探査』（森北出版）、『図解 物理探査』（物理探査学会）、 

    『物理探査ハンドブック』（物理探査学会）、『地盤工学への物理探査技術の適用と事例』

（地盤工学会）、『地圏環境情報学』（山海堂） 

 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  
 

※総会について 

  第１８７回例会は、２２年度第１回例会となりますので、２２年度総会として次の議案を上

程させていただきます。 

  ⑴ 平成２１年度事業報告について 

  ⑵ 平成２１年度収支決算について 

  ⑶ 任期満了に伴う役員の改選について 

 

※次回例会について 

  次回例会につきましては、役員会で検討の上、日時決定次第ご案内させていただきます。 

 


